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セントレア(中部国際空港)建設による周辺海域の環境変化 

― 貝類相の変遷 ― 
川瀬 基弘 

愛知みずほ大学人間科学部人間環境情報学科 

 
 
１．はじめに 
 愛知県常滑沖の伊勢湾海上に位置し，セントレア

の愛称で親しまれる中部国際空港（Chubu Centrair 
International Airport）が開港して 3 年が経過した．著

者の属する中部空港調査グループは，空港島建設が

環境に及ぼす影響を調査してきた．空港島埋立工事

の着工は 2001 年であり，調査グループは 2002 から

調査を開始して現在も調査を続けている．調査項目

は，水質，底質，ベントスなど多岐にわたる．ここ

では中間報告資料として，ベントスの中から貝類の

みを抽出し，調査会社の行った 1996-1998 年までの

結果と併せて紹介する． 
 
２．調査地点と調査方法 

 調査地点は右図に示す 7 地点である．ここでは，

空港島建設前後で比較可能な地点である A2，A3，
B3 の 3 地点のデータを公開する．ベントスの試料

は，潜水漁民が潜水して採取した．1 回の採取量が

スミス・マッキンタイヤ型採泥器と等量になるよう

に，30 cm 四方の方形枠を設置して深さ 15 cm まで

の底泥を採取した．採取した砂泥塊を網の目 1 mm 
四方の篩にかけて篩上に残ったベントスの種数と個

体数を記録した． 
 

３．結果 

 次頁以降に示すとおり貝類の種数・個体数は減少

しており，水質汚濁指標種が増加しているのが特徴

である．考察などは，今回資料として示さなかった

地点を含めて全部の調査が終わった段階でまとめる

予定である． 
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